
北 海 道 の 川 づ く り ビ ジ ョ ン
～豊かな環境を次の世代へ～

Ⅰ 策定の背景と性格

Ⅱ 北海道の川の特色

【概要版】

Ⅲ 豊かな環境を次の世代へ

目指す川の姿 道民の生命財産を守る「安全・安心な川」かつ多様な植物が育ち多くの生き物が棲む「生きている川」
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４ みどりが広がり
生き物が棲む川

５ 親しみやゆとりのある川

１ 暮らしを支える安全な川

２ 洪水時に備えのある
安心な川

６ 人々が参加する川づくり

７ 川の文化・歴史の継承

８ 川づくりの研究の
推進・普及啓発

９ 川づくりの
フォローアップ

３ 豊かで清らかな
流れのある川

➢防災対策の推進

➢減災対策の推進

➢水量の確保
➢水質の保全と改善

➢河畔のみどりの保全と再生
➢多様な流れの保全と再生
➢湖沼や湿原の保全と再生

➢親しみやすい川
➢ゆとりのある川

➢地域の人々の意見を反映する
➢地域の人々の自主的な活動を支援する
➢子どもたちへ学習の場を提供する

➢アイヌ語の川の名を保存する
➢川の文化・歴史を継承する

➢川づくりの研究を進める
➢専門家との連携を深める
➢人材育成を進める
➢社会への情報発信を進める

➢安全・安心な川を維持する
➢自然環境を保全する

基本的な方針柱 推進すべき方策の概要

治水安全度を向上させる対策を進めるとともに、気候
変動等への対応にも取り組む。

洪水時の体制を構築するとともに、施設では守り切れ
ない洪水に対して人命を守る対策を推進する。

河川の水量の確保と、水質の保全や改善に努める。

多様な生物で構成される河川環境の保全と再生を図る
ため、変化に富んだ水辺やみどりの広がる川づくりを
進める。

みどりが広がり、生き物が棲む川や、親しみやすい川
をつくるため、河川空間にゆとりを確保する。

地域の人々の意見を川づくりに反映していく
ことに努めるとともに、河川愛護活動を積極
的に支援する。

川にゆかりのある文化的な遺産の保存、水害
の記録の継承に努める。

川づくりの技術向上のため、多くの分野の専
門家との連携を深め、川づくりの研究や人材
育成、社会への貢献に努める。

適切な河川管理を実施するほか、事業実施後
のモニタリングを行い、順応的な対応を行う。
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